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情報Aの授業概要

• １年次の必履修

• ２校時続きの授業• ２校時続きの授業

• コンピューター室での授業



プリント学習のメリット

• 座学的な授業の展開

• 学習内容の統一性が保てる

• 定期試験等への対応• 定期試験等への対応

• 時間配分がわかりやすい

• 実習とのバランスがとりやすい

• 学習の定着テクニックが使いやすい



プリント学習のデメリット

• プリントの作成コスト

• スライドの作成コスト• スライドの作成コスト

• 座学中心に偏る可能性

• プリントの管理の問題



プリントの管理と学習管理

• クリアーファイルの活用

– 校名入りのクリアーファイル利用

• 学習記録表の活用

– 資料参考



学習記録表

• 片面で前期／後期

• 日付とその日の出席が記
入できる

• その日の内容を書ける• その日の内容を書ける

• 自己評価欄付

• 課題等の提出欄付

• 試験の点数も記入可



学習用プリントの作成

• 資料は「知的財産権」に
関するプリント

• 使用教科書のページを記
入しておくと後の学習にも入しておくと後の学習にも
役立ちます。



学習用プリントの作成

• 穴埋め、記号での記入は無しにする

• 記入する欄は四角で囲う

• プリントを見ただけでは記入できない程度• プリントを見ただけでは記入できない程度
のプリントを作成する

• なるべく自由記述もできるようにする

• なるべく１ページ（両面可）に抑える。

• なるべく記入欄を大きく取る



スライドの作成

• 一回の授業で使用するスライドは１０枚前後

• 記入項目があるページには目印があると良い• 記入項目があるページには目印があると良い

• 記入項目のあるスライドは時間を多めに必要と
なる

• プリントにある項目＋α程度



実際の授業でのポイント

• スライドの重要な点などはマウスで線を引く

• マウスを使って追記もする• マウスを使って追記もする

• プリント記入中は時間が少し空くことを意識する

• 全体の進み具合を把握しながらゆっくりすすめる



実際の授業までの流れ

• １回の授業での設定項目を決める

• 教科書をベースとしたプリントの作成

• プリントをベースとしたスライドの作成• プリントをベースとしたスライドの作成

• 授業

• 評価



定着させるための手法

• 同じパターンで継続的に行う

• 実習中心となる項目でも、簡単に事前学習
的なプリントを記入させる的なプリントを記入させる

• できれば、事前に評価基準を決めておく

• スライド、プリントの体裁をなるべく統一する

• 一人でがんばり過ぎない



さいごに

• それぞれの項目をネットワークを通じて相
互に利用できると、より良いコンテンツが作
成せれて行く可能性があります。校内で利成せれて行く可能性があります。校内で利
用するばかりではなく、県内、県外も含め
たネットワーク作りと併用されるとより効果
を高めます。まずは、授業実践から行って
みてはどうでしょうか？


